
＜プレゼンテーション２ 堀 哲也氏＞ 

「最近のイオン液体 開発動向と市場性」 

 

企業の立場で、こうした開発中の内容の講演会をすることはあま

りありませんが、イオン液体を知らない方もおられます。またイオ

ン液体を実用化したいという観点で弊社は取り組んでいますので、

この機会にご説明をしたいと思います。 

 

当社は、石油関連の化学工業ですので、バイオリファイナリーに

ついては、少し、無縁のところもありますが、イオン液体を通じて取り組みたいと考えています。また

イオン液体に関する日本乳化剤の独自の取り組みについても、最後にお示ししたいと思います。 

 

当社は、資本金１０億円の(株)日本触媒の１００％子会社です。２００８年からグループに入りまし

た。本社は東京の日本橋にあり、川崎と茨城の鹿島に工場がございます。私は研究開発本部 企画開発

部として事業創出を担当しており、新規開発としてイオン液体の商業化に向けて進めています。 

 

当社の事業領域は界面活性剤、溶剤のグリコールエーテルやアミン誘導体の３つの柱がございます。 

操業当初、農薬の界面活性剤が主製品でありましだが、現在は、グリコールエーテル分野が売上げの約

７割と最も大きい事業となっております。 

 

先ほど乾先生からのご講演にて、ブタノールの原料を使う側として、ブタノール系の製品で、３万ト

ン位の製造しております。山田先生とは、ポリエチレングリコール、グリコールエーテルにて SIP リグ

ニンにご協力をしております。 

 

当社では、酸化エチレン、酸化プロピレンを主原料として、アルコール系の「ブタノールであったり、

イソブタノールであったり、」また、アルキル基が長い、Ｃ１２の高級アルコールとして、天然系の材

料を使用する製品もあります。 原料として天然系由来と、石油系の材料を駆使して当社の製品化をし

ております。 

  

当社の基本技術は、エチレンオキサイド、プロピレンオキサイドの付加重合技術にて各種生産してい

ます。皆さまが構造式をご覧になってもお分かりいただけませんが、実際に弊社製品は家庭用品の衣類

の洗浄剤として身近にお使いいただいていると思います。 

また、資料にブチル基と記載していますが、メチル基に変わった製品が、ブレーキ液材料として日本

の自動車会社業界すべてに、ご利用いただいています。 

他、プロピレングリコールモノメチルエーテルは、液晶のエッチング剤のような、工程途中の溶剤に

非常によくお使いいただき、業界では１万トン程度の使用されている実績もございます。ほかに、界面

活性剤として酸化エチレンの誘導体製品がございます。まさに当社は石油化学関連中心の会社となりま

す。 

 

イオン液体については、宮藤先生の講演もありましたが、融点が１００℃以下、難燃性、高い分解電

圧ということで、２次電池のリチウムイオン電池の開発において、積極的に研究がされています。 

また、イオン液体で重要な点として、構造のデザインが可能だということです。カチオンとアニオンを
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現在は宮藤先生との取組みで、バイオマスを分解して、有用な成分を取り出し、医薬品の原料、樹脂

に転化することで、NEDO に参画し、研究をしております。しかし、実際に事業化を見据えると石油化

学品と価格競争をしないといけませんので、どうしてもそこがネックになり、企業的にはなかなか進み

ません、「取組みとしてイオン液体をリサイクルで何とかコストダウンにならないかとか」「木材全体を

回収して、色々な物質に転化してもれなく活用していくことが」イオン液体では課題ではではないかな

と考えています。 

 

イオン液体の合成は、様々な文献に基づき、合成をしております。またセルロース溶解については、

当社としては研究しておりませんが、大学と連携して研究を進めております。イオン液体供給側として

リサイクルにて、どのように物性変化するのかについて注目しています。 

 

バイオリファイナリーの事業化には化審法の登録がありますし、どうしてもここで数千万円の登録の

投資が必要ですので、これの回収、また実際にプラント建設に何億円の投資もかかるでしょう。 

実現にはそのトータルをすべて対応しなければなりませんので、当社としては今後の研究動向など、考

えを煮詰めて、状況の変化にて対応したいと思います。やはりバイオビジネスは、一企業で対応はでき

ず、機械メーカーさんなど、コンソーシアムの連携にて取り組む事が、早期事業化と考えます。 

 

弊社は現在、グリコールの溶剤を製造しています、２０３０年以降、将来の製品状況は、変化して行

くと考えます。そうしたことも視野に入れて新規事業に取り組みたいと思います。 

 

バイオリファイナリー関係をまとめますと、ビジネスとして成立するにはイオン液体のリサイクルが

必須です。先生方も今後、研究の過程にていろいろなイオン液体にてバイオマスを取り出すとか、分解

させるなど、研究を進められると思いますが、当社としても検討※を進めて行きたいと思います。 

あと、安全性や化審法の登録についても十分に注意を払う必要があります。 

（※：性能、価格、安全のデザインが出来るのでは？） 

 

（当社のイオン液体紹介、時間が無いので簡略説明） 

当社の基本的なイオン液体に関する考え方は、イオン液体はカチオン、アニオンを組み合わせにより 

市場の性能に適合したイオン液体を作ることもできるのではないかと考えています。 

要は生産性が良く、安価であり、市場の要求に匹敵するようなイオン液体の組合せがあるのではない

かと考えています。構造やステップは知財の部分があり、お示しできませんが、帯電防止効果だけを見

ると高価なフッ素系イオン液体と同等の性能になっております。 

また、イオン液体に反応基を持たせて樹脂に反応させ、樹脂表面を改質にて超親水機能を出現させる 

イオン液体を開発しております。これは市場化しておりますので、当社としては新規開発として非常に

力を入れております。 

 

性能を見ますと、普通こうしたアクリル系のフィルムを作ると接触角度が７０度位ですが、３度まで

下げられます。数値ではイメージしにくいと思いますが、応用評価例にて防汚染塗料、曇り止めなどの

用途に期待しております。また反応型の特徴として各種モノマーと組み合わせる事で、洗ってもほとん

ど取れません。普通、曇り止めはしばらくすると効果がなくなりますが、効果が持続します。これもイ

オン液体のカチオンとアニオンの構造を変化させるだけで、色んな産業分野に応用が期待できます。 
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